
－ 21 －

私は，富山市役所から今日来ました．私の
役割は，どちらかというと，地方都市のコン
パクトシティの取り組みをご説明する，披露
するということだと思います．
先ほど先生から，幾つか問題提起がござい
ましたけど，富山市も，やはり人口減少，そ
れから高齢社会，少子化といったものに，い
ち早く対応しようということで，平成 14
（2002）年に，いま森市長というのが市長に
なっていますけれども，いまの市長が就任し
たときに，このままでは将来どんでもないこ
とになるぞ，行政運営ができなくなるのでは
ないかということで，いろいろ議論し，平成
17（2005）年の「平成の大合併」から，本腰
を入れてコンパクトシティに，十数年あまり
取り組んできたということであります．
コンパクトシティは，もう当たり前の話で
すけれども，残念ながら歴史が始まって以来
の人口減少で，どういう病気が起きるのか，
どういう症状が起きるのかというのは，なか
なか分からないということで，苦労していま
すけれども，様子を見ながら適切に対応して
いくしかないのかなと思っているのが現場の
声でございます．
今日は，富山市のまちづくりの背景と具体
的な取り組み，そしてまた，その効果につい
て，ご報告させていただきます．

まず，富山市ですけれども，富山県の中央
部，左下の緑色の部分に位置します．面積も
非常に大きいです．県庁所在都市では，静岡
に次いで 2 番目の広さを持つ，1200 ㎢あま
りで，人口は 42 万人足らずということです．
なんといっても，ほぼ起伏がないです．正直
言いまして扇状地で，背後に屏風のような立
山がそそり立つ．3000m級の山が一気にそそ
り立つような感じで，海から山の裾野まで約
16kmあります．標高差が 160mぐらいしか
ないということで非常に平らです．起伏がな
い．従って，戦後，高度経済成長に伴って進
めた，道路整備は非常に安価にできたわけで
す．トンネルもほとんどない．丘陵も少ない
ということで，どんどん郊外に道路をつくっ
ていったという背景があります．
それから，モータリゼーションの進展に併
せて，郊外で一軒家を持って住むというライ
フスタイルが定着していったということで
す．ですから人口集中地区（DID）の面積が，
40 年前と比べて 2 倍強になっています．そ
れから，残念ながら人口密度が 3分の 2とい
うことで，DIDと言われるのは 40 人 /ha以
上ですけれども，いま，40.2 とか，ぎりぎり
です．それだけ市街地が低密度化したという
ことですね．
そうすると，一つの公園を従来，60 人 /ha

特集2 人口減少と都市のコンパクト化

「持続可能な富山型都市経営の構築
～公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり～」

高　森　長　仁（富山市）



－ 22 －

財政と公共政策　第 41 巻第 1号（通巻第 65 号）2019 年 5 月

で支えていたものは当然，40 人で支えない
といけない．同じサービスを提供しようとす
ると，税を上げるか，あるいはサービスを減
らすしかない．非常に単純な発想です．そう
いうことが将来，予想されたわけですので，
なんとか，これ以上の拡散を，まず止めるこ
とが大事だということでコンパクトシティに
取り組み始めました．
おかげさまで，環境モデル都市は平成 20

（2008）年，未来都市は平成 23（2011）年，
そして，2018 年 6 月には SDGs未来都市と
いう指定を受けております．
これで，だいたい富山の背景をお分かりい
ただいたと思います．
地方の課題は共通です．課題については説
明しませんが，われわれが最近，一番気を遣
っていますのは，「平均寿命と健康寿命の乖
離」というところに注目しております．それ
は女性が 12，13 年ですかね，男性が 9 年ぐ
らいだったと思います．いずれにしても，平
均すると 10 年間は，何らかは患って亡くな
っていかなきゃいけないと．これは本人にと
ってもつらい．家族にとってもつらい．それ
から，われわれ行政にとっても，医療費，介
護，そういった給付が増えてくるということ
で，非常に大変な，誰もメリットがない，デ
メリットばかりということです．
では，この平均寿命を延ばすために，従来
のように福祉部局だけではなくて，都市計画，
あるいは交通政策でもできることがあるので
はないかということで，もともと都市整備部
という名前が，いまは活力都市創造部と 4月
から名称変更になりましたけれども，都市計
画の分野でも，なんとか平均寿命を延ばすこ
とはできないかと，いま，注力しているとこ

ろでございます．
では，どうやって富山がコンパクトシティ
を進めるのかというと，幾つもの拠点が，す
でにございます．富山の都心地区ですけれど
も，左下に行くと婦中とか，もっと下へ行く
と八尾とか，右へ行くと大山とか，それぞれ
の地域ごとに人口や，いろいろな機能を少し
ずつ集約して，拡散を防止しつつ，広域のサ
ービスを享受するためには，重複してサービ
スを提供するのは，これができませんので，
どこかの拠点で，そういった，それぞれのサ
ービスを公共交通を介して享受できるとい
う．もちろん，広域なサービスは都心にアク
セスしてサービスを受ける．
富山の特徴は，全ての公共交通が放射状に
富山の都心部から運行されている，ここをう
まく活用したわけですね．環状路線は一切ご
ざいません．360 度の方向から，とにかく公
共交通に乗れば都心にアクセスを 1回しない
といけない．そこで乗り継いで，いろいろな
ところへ行くと．それを使って，まずは都心
部をしっかり魅力を高めていこうという作戦
であります．
コンパクトシティを実現するためには，公
共交通の活性化，それから，公共交通沿線の
居住の推進．そして，なんといっても，全て
の公共交通が結節する中心市街地も，しっか
り活性化していこうという．都市計画の観点
からいうと，この三本柱で進めてきたという
ことでございます．
ここまで，ずっと説明しながら，十数年や
ってきましたけれども，実は，これはあくま
で都市構造でありまして，このほかに産業の
活性化，もちろん農業の活性化，それから教
育，文化，福祉，そういったものを包括的に
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展開することによってコンパクトシティが成
り立つということは，最近，しっかり説明す
るようにしてきております．
まずは，この都市構造を理解していただく
ために，市民に対しては，こういった集約と
いう話をしてきたら，やはり郊外の方々から
勘違いされて，「では郊外は切り捨てか」み
たいな話になったものですから，そうではな
くて，シビル・ミニマムとは言いませんけれ
ども，従来のサービスは極力維持していくと．
そういった中で，住民の合意形成の下，例え
ば，そんなに急に縮退はできませんけれども，
橋梁が，ある河川に 3本架かっていたとしま
す．人口が減少して，交通量も少なくなって，
1本減らしても大丈夫だねということは，将
来的にはあるだろうということぐらいは住民
も理解を始めています．ただ，都市のスポン
ジ化だとか，そういった面については，まだ
まだ危機感がないし，対応策も模索している
最中でございます．
ここまでお話しできれば，だいたい市の取
り組みはイメージできると思いますけれど
も，具体的に，どうやって集約し，どのぐら
いの目標値を持っているかということです
が，都心地区約 436haにはしっかり集約して
いる．ここはもちろん，密度を高めます．そ
れから，富山駅から放射状に出る鉄軌道，6
路線あります，約 100km，その鉄道駅から
半径 500m．それから，富山駅から放射状に
出る利便性の高い幹線バスが 13 路線ありま
す．そのバス停から半径 300 メートル．もち
ろん，用途が定められた地区でありまして，
市街化調整区域，あるいは白地等は抜いてお
ります．そういった，都市計画上は用途が定
められた幹線，公共交通の沿線に集約してい

こうということであります．
当初の計画時は，28％の人が，これらの部
分に住んでいらっしゃいました．わずか 3割
しかいらっしゃらなかった．将来目標は，20
年後に 42％まで引き上げることとしました．
42％は少なくないかという声もたくさんいた
だきましたけれども，いろいろアンケートを
したり，それから実際の駅の周辺の人口密度
等々を考慮すると 42％がいいところかなと
いうことです．そういう目標設定にしました．
現在，2017 年，昨年 37.1％まできたという
ことで，これは非常に喜んでおります．われ
われも当初は，規制強化できない時代，都市
計画で規制がなかなかできない時代，スポン
ジ化していく時代に，人は本当に移動してく
れるんだろうかということを心配していまし
たけれども，現在 37％ということで，かな
り順調にきているという状況であります．
進め方ですけれども，先ほどから言ってい
ます，規制強化はできません．やはり，風船
が膨らむ時代はよかったですね，人口が増え
て，線引き制度を入れて，市街化区域，調整
区域，飛び市街地をなるべくなくして，かた
ちよく，効率的に都市を拡大していったわけ
ですけれども，それが減っていくときに，風
船がしぼむように減っていってくれるか．そ
れは無理ですね．やっぱりスポンジ化になっ
ていくわけですので，規制では，なかなか誘
導できないということで，公共交通の魅力，
利便性を高め，そしてまた，いろいろな諸機
能を駅の周り等に集約し，利便性を高め，魅
力を高め，選択肢として移動してもらうとい
うことであります．
従って郊外の居住も，まったく否定するも
のではない，郊外で大型犬を飼って住みたい，
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あるいは，スローライフをしたいという方は
どうぞ，郊外に．ただ，ばら建ちは，やはり
規制強化はしております．
それからこれはあってはならないことだと
言いますけど，郊外に大型のショッピングセ
ンターをつくるといったことは，しっかり規
制しております．残念ながら近隣の市で，調
整区域にショッピングセンターを建てると
か，許されないことが起きる場合もあります
ので，そういったところは県にお願いをして，
広域調整を図りながら進めていくことも大事
だと感じております．
それから，富山の特徴を生かした公共交通
ですね．恵まれた公共交通がありますので，
これを軸に活性化させて，維持して，魅力を
高め，利便性を高め，将来，高齢者が増えて
も安心して暮らせるように．もちろん，現在
の子どもたち，学生なんかも公共交通で暮ら
せる町を目指すということです．
拠点集中型というと，どうしても青森市さ
んなんかも，かなり誤解されて大変だという
思いがありましたけれども，一極集中，一極
に全部集めようというのは，それは無理です．
これだけ市街地が拡散していますので，ある
いは，合併等を繰り返しておりまして，地域
地域の核がございますので，その核に少しず
つ集約していこうということでございます．
ここから三つの柱，一つずつ紹介します．
まず，公共交通活性化ですけれども，方針を
二つ設けております．一般的には基本方針と
いうのは一つだと思いますけれども，二つあ
ります．一つは，先ほどから言っています，
ハッチのかかった居住推奨エリアにある公共
交通を，しっかり，利便性の魅力をブラッシ
ュアップしていく．もう一つは，お団子と言

っていますけれど，そのお団子エリアの外，
あるいは中山間地域も地域特性に応じて，し
っかり生活交通を確保していくという，非常
に欲張りなものであります．
しかしながら，欲張りとはいえ，先ほど言
いました 4割しか，将来も，住まないわけで
すね．つまり公共交通が便利な沿線に．その
他のエリアに 6割の方が住まわれるわけです
から，そこもしっかり，シビル・ミニマム，
最低限の交通は確保していくということにし
ております．それが富山市の方針であります．
今日，全部は紹介できませんので，まずは，
よく聞かれることがある LRT，路面電車の
取り組みについて主にご説明致します．
路面電車は，非常に乗り降りしやすく高齢
者にも優しい，みんなに優しい，あるいは中
量輸送で，窓を見ていただくと，窓が大きく
て町並みもよく見える，非常にいい乗り物だ
と思っております．よく，町中の水平エスカ
レーター，という表現もございますけれども，
まさにそうだと思っております．
もともとは，富山駅から西と南の方に出て
いる路線が大正 2年から運行しています，富
山地方鉄道株式会社の路面電車 6.4kmが残
っておりました．それから，上，北の部分で
すね，海まで延びる富山ライトレール線
7.6km，これが JRの路線でした．もともと
鉄道線だったものを路面電車化したのが平成
18（2006），その後やりましたのが，既存線
900mを結んでやったということで，それに
よって都心部に，小さなサークルですけれど
も，路面電車のサークル運行を可能にしまし
た．
平成 27（2015）年 3 月，富山駅に新幹線
が開業し，高架で入ってきました．現在，在
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来線も高架化事業を進めております．そうす
ると，現在富山駅は在来線で平面は分断され
ていますけれども，両方とも高架になって，
高架下で路面電車が，南北が一気に平面でつ
ながるという事業を行っております．来年度
末につながります．平成 32（2020）年 3 月
末には，これまで地下道でしか南北へ行き来
できなかったものが，人や路面電車が平面で
アクセスできるようになるという取り組みで
ございます．こういった LRT，路面電車を
生かしながら現在は進めております．
最初やった富山ライトレールですけれど
も，鉄道線を活用している部分は，「鉄道法」
に基づいて，システムは全部，路面電車にし
ていますけれども，60km/hで走ります．そ
れから，新たに道路上に軌道を引いたところ
は 40km/hで走行するということで鉄道線に
も入っている，トラムトレイン的な LRTと
いうことであります．
特徴は公設民営ということであります．地
方都市の民間鉄道は確か，国交省さんの資料
によると，民鉄 93 社あります．そのうち大
手の JRや地下鉄といった会社を除くと，7
割が赤字ということだそうです．なぜ赤字か
というと，やはり大きいのは減価償却，固定
資産税が重荷になっているということで，わ
れわれがやったように，公設民営では施設，
整備，管理等の支援を行政が持つと，7割赤
字だったものが，全体の 8割が黒字に転換す
るという試算をされております．
残念ながら地方都市では，もう鉄道に投資
する力はありません．これからはやはり，ま
ちづくりと連携して，公共がどこまで関与で
きるかが地方の鉄道線の復活にかかっている
と思っております．宇都宮市さんで，いま，

大規模な新線の LRTが着手されました．こ
れは同じように公設民営の上下分離方式で，
宇都宮市が施設を保有，管理するし，上を事
業者さんのノウハウで運行すると．地方では，
これからは，こういうスタイルになっていく
のかなと思っております．
そうやってよみがえらせた結果，サービス
レベルも非常に上がりました．詳しくは言い
ませんけれども，バリアフリーができて，そ
れから，企業の方，市民の方からもたくさん
支援をいただきました．
今日は時間がないので，結果だけですけれ
ども，平日と休日の利用者数が，平成17（2005）
年，これは JRの鉄道線時代ですね，平日が
2200 人あまり，休日が 1000 人あまりです．
それがなんと，この LRTが開業した結果，
もちろん運行頻度も倍増しています．電停間
隔も増やすとか，バリアフリーにしたとか，
そういうことによって，5000 人ちょっと切
るぐらいで，ずっと平日は推移しています．
休日も 3.3 倍に増加ということであります．
沿線人口は増えていないわけです．では，
どうして増えたのかというと，もちろんサー
ビス水準も上がりました．属性，誰が利用し
始めたのかということですけれども，JR時
代に比べ時間帯別利用者は，当然，日中の利
用者がものすごい伸びています．絶対数はピ
ーク時間が多いですけれども，よく調べると，
年代別で，やはり 50，60，70 代，高齢者の
日中の外出機会が増えたということですね．
便利でバリアフリーで魅力的な乗り物ができ
たということで，増えたわけです．
当然，東京のように，京都もそうですけど，
需要を満たすための路線というよりも，まち
づくりの軸となる路線を，公共が関与して整
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備した．ですから，需要よりも，もっと副次
的な効果があるだろうと見込んでおります．
その効果といいますのは，もちろん CO2
の削減です．車から転換した人もたくさんい
らっしゃいます．それから，沿線での着工件
数，われわれの最終目標としています公共交
通利便性を上げることによって，人や物が，
その周りに集まってくるということですね．
実際に集まってきています．それから，当時，
関西大学の宇都宮先生と一緒に，沿線でアン
ケートしたときの資料をちょっとお借りした
わけですけれども，70 歳以上の方のアンケ
ートで，「富山ライトレールは他人との関わ
りあいを変化させたか」という問いです．ラ
イトレールに乗ったことで変化したことです
ね．70 歳以上の「あり」という人が 38.2％．
内訳を見ると「友人と会う回数が増えた」が
26.7％．なんと，「新たな知り合いが増えた」
が 7.5％，1 割近くの方が 70 歳以上で「ライ
トレールに乗ったら友達ができた」と言って
いるわけですよ．これはすごい．
そういったコミュニティだとか，健康増進
といったものにも非常に効果をもたらしてい
るというのが，富山ライトレールの取り組み
でございます．
次にやったのが，市内電車環状線化事業と
いうことで，わずか 900mですけれども，今
度は上下分離方式というものを採用しまし
た．「軌道法」というのは当時，上下分離で
きなかったわけですね．
鉄道は皆さんご存じのように，一種，二種，
三種と分かれています．施設を保有して運行
するのが一種，二種が借りて運行，三種が施
設を持つだけということで，ちゃんと法律で
あるわけですけど，「軌道法」は，当時は上

下分離してはいけないという，「してはいけ
ない」とは書いていなかったんですけれども，
「いい」と書いていないということで，上下
分離したら駄目だと言われて，富山ライトレ
ールのときは，やむなく 3セクをつくって，
市が補助金で維持管理しているわけですね．
平成 19（2007）年 10 月に，われわれはじめ，
いろいろな自治体，あるいは市長会が，国交
省に対して「上下分離を認めてほしい」と一
生懸命に要望した結果，「公共交通活性化再
生法」の改正で上下分離できるようになった
ということで，富山市が第 1号として施設の
整備・保有・管理をする，下の事業者の認可
を受けました．
従って，900m部分の施設は市が所有して
います．走る電車も市が所有しています．そ
れを富山地方鉄道株式会社に貸し付けて，運
行していただいているということです．
これは何のためにやったかというと，これ
も需要を満たすというよりも，富山駅と中心
商業地区のアクセス強化，あるいは市内の環
状運行がまったくなかったので，中心市街地
の回遊性向上を目的に，事業者と一緒に取り
組んだというものでございます．
上下分離のメリットですけれども，地方鉄
道のメリットですね，先ほど言いました固定
資産，減価償却の増大を避ける，要は投資が
できないので，避けることができます．富山
市のメリットは，これは意外と皆さん分かっ
ていないところがあるんですけど，民間事業
者への補助ではありません．要は，市が必要，
市民のために必要な施設ということで，ご理
解をいただきやすいということですね．
900m延ばすだけで 30 億円かかっていま
す．それを，ぎりぎりの会社と言えども，黒



－ 27 －

特集 2　人口減少と都市のコンパクト化　「持続可能な富山型都市経営の構築～公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり～」

字会社に 30 億円ぽんと補助するというと，
市民から「いや，それは事業者さんにやらせ
た方がいいのではないか」という声も，もち
ろん聞かれます．ただし，そうではなくて，
市がコンパクトシティを進めるためで，ある
いは中心市街地活性化を進めるためで，非常
に重要な事業だということで説明した方が理
解が得られやすいと．意外と気付いていない
自治体も多いんですけれども，こういうこと
であります．
結果，詳細ですけれども，右肩上がりに利
用者が増えています．この小さな，わずか
3.4kmのサークルで環状運行といっても，学
校もないので，ピーク時はそんなに利用され
ないと思っていました．思ったとおり，目的
は買い物，あるいは観光，中心市街地活性化，
目的どおりにご利用いただいているというの
が非常に喜んでいるところです．
また，この環状線をつくることによって，
都心の魅力が高まって，引っ越してきた人が
もしかしたらいるのではないかと，引っ越し
た人にアンケートしました．そうしたらやは
り，引っ越す「大きな条件になった」という
のが 10％もいらっしゃる．市内電車が便利
になって，環状線ができたので，安心して町
中で暮らすようになったという人が 10％で
す．「きっかけの一つになった」というのは
33％ということで，半分以上の人は「あまり
関係ない」と言っていますけれども，逆に，
半分近くの人は，やっぱり魅力を感じて都心
に集まってきたということであります．
ということで，われわれがやってきました
路面電車等は，もちろん，モビリティの改善
なんですけれども，どちらかと言うと，大都
市の需要を満たすというよりも，まちづくり

のためにやってきました．そのために公共交
通の利便性が上がって，利用者が増えます．
それから，先ほど言ったように，高齢者の
外出機会が増えます．そうすると中心部では，
いろいろなところがにぎわいます．そういっ
た町になることによって，シビックプライド
も醸成され，先ほど言いました，町中へ住も
うという動きも出てきます．市民にシビック
プライドが醸成されれば，選ばれる町になる
だろうということで，少しずつですけれども，
いままでは負のスパイラルだったのが，正の
スパイラルに入り始めたという状況です．
現在，取り組んでおりますのは南北接続事
業ということで，新幹線はもう開業しまので，
在来線高架事業をいま，やっています．南側
の路面電車は新幹線高架下まで，わずか
160mですけど，開業に合わせて引き込みま
した．いままで乗り降りしていたところが，
新幹線から一気に，わずか30m強で乗るため，
雪や雨に濡れずに，乗り継ぎができます．い
ま現在，地下道を通って北側に行っているん
ですね．それがもう少しすると，平面で南北
が自由通路，路面電車がつながるというもの
であります．
こちらもいまのところ上下分離方式で，市
が施設整備を全部行っております．将来的に
は北側の第 3セクター，富山ライトレールと
南側の富山地方鉄道が運行するということに
なっていますが，非常に非効率ということで，
運行は富山地方鉄道が一元化して引き受ける
というところまで，いま，議論が進んでおり
ます．会社組織の合併についても，いま，議
論を深めているところでございます．
わずか 160m延伸しただけで，そんなに増

えないだろうと思われますが，利用圏域が増
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えたわけでもない，人口が増えたわけでもな
いんですけれども，結節機能が高まったおか
げで，右肩上がりで増えています．現金客は
新幹線のお客さんも多かったわけですけれど
も，注目すべきは，定期券が毎年，実は平成
29（2017）年度も増えています．わずか
160mの結節機能が高まっただけで，他の鉄
道との乗り継ぎ，あるいはバスとの乗り継ぎ，
そういったものが非常に向上したわけです
ね．いままでは，少し歩いて，電停まで歩か
なければいけなかったのが，くっついたこと
によって，定期券，公共交通へ転換する人が
増えたということですね．北側も，もうすぐ
くっつきますので，さらなる利用者増にもつ
ながるだろうと見込んでおります．

LRTだけではなくて，鉄道線の活性化も
取り組んでいます．富山駅から，36.6kmを
JR西日本がいまも運行しています．この高
山本線という，非常に使いにくいものを，社
会実験で増便を5年間やりました．その結果，
利用者が増えたました．増便数がいまは 7便
だけですが，当時は 60 本近くまで増やしま
した．34本を倍近くに増やしました．だけど，
残念ながら日中はまったく増えませんでした
ので，日中は取りやめて，朝ピークと夕方だ
け 7本，いま増やしています．
平成 17（2005）年，JRさんは実験前の収
入を固定しています．それよりも増収があれ
ば市に返してくださいということで，いま
3000 万円で増便委託して，実は 1000 万円収
入が上がっていますので，市にバックしてき
ています．これは，すごい話ですね．もちろ
ん JRも，それを「うん」と言ったのは，当時，
トレンドは右肩下がりだったわけですから，
そのままいくと JRはもっと赤字になるはず

だったのに，平成 17（2005）年の値で固定
していますから，本来の赤字分は JRが儲か
るんです．さらに，それを超えると市も儲か
るということで，ウィン・ウィンの状況で理
解を得て，いまも続けているところです．
それから，JRではない民間の地方鉄道さ
んが，では自らも社会実験をやろうと，朝，
夕ぐらいならできるだろうということで，何
本か増やされました．これは，市がやった実
験を見て，自ら判断されましたた．おかげで，
この事業者も 13％強，利用客が増えたとい
うことで，5年間，大きなお金を使った社会
実験をやりましたけれども，非常に効果があ
ったと思っております．
バスは富山駅から 90 系統が出ています．
残念ながら 13 系統しか使いやすくない．あ
とは，一日 4往復，5往復とか，非常に使い
にくい路線が多いです．まずは，バスのイメ
ージを上げようと，バスというと，どちらか
というと，車両が古く，ラッピングも，業種
によって差別するわけではないですけれど
も，例えば，派手なパチンコ屋さんのラッピ
ングとか，そういうこともあるわけですよ．
そうすると，さっきの LRTなんかは非常に
乗っていて気持ちがいいわけですけど，バス
を待っていて，そのラッピングが来たら，な
んだかなという感じになりますので，われわ
れは，そこに目を付けて，バスをイメージア
ップするためにはどうしたらいいかと考えま
した．とにかく，派手な屋外広告をやめまし
ょうと，シンプルな白を基調に，イメージカ
ラーの緑でもいいですけど，そういったもの
をアクセントに入れるような取り組みをして
ほしいと頼みました．その代わり，大型のス
テップを入れれば 4分の 1の補助をしますと
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いう約束で，まずは 3路線を取り組んできた
ところでございます．
それからコミュニティバスですね．その他
郊外の足の確保ということで，これは行政の
責任だと思って，われわれはやっております．
中山間地域は公共が 100％負担して確保して
います．平野部については，そうではなくて，
人の集積，あるいは企業の集積がありますの
で，市民の皆さん，企業の皆さんが協力して，
ダイヤ，あるいはルートを自分たちで計画し
て，マイバス意識を高めてくださいというこ
とで，われわれは直接タッチしません．その
代わり，10 分の 9 の補助，それから，車両
の無償貸与等々の，しっかりした支援をやる
ということにしております．おかげさまでい
ま，2 地区，3 地区と出てきて，来年から，
また自主運行が始まるという状況でございま
す．どんどん理解が深まってきました．
では，富山は公共交通活性化に力を入れて
いるのに，どれぐらい使っているかですけれ
ども，年間，8 億 3000 万円あまりです．一
般会計予算が 1600 億円ぐらいで，一般会計
の約 0.5％，義務的経費以外の，要は投資的
経費の 1.1％ぐらいです．多いか少ないかは
別として，富山は公共交通を一生懸命にやっ
ているけど，わずか一般会計の 0.5％ぐらい
ということであります．そのぐらいでできる
ということですね．
それから，公共交通の沿線の居住推進とい
うのは難しいです．特効薬はありません．い
ろいろな先生方にも，またご指導いただきた
いと思っていますけど，いまのところ，特効
薬はありませんので，まずは公共交通を活性
化します．
二つ目には，インセンティブ，補助という

ことで，若干の補助金を出しています．市民
の方には，マンションや戸建て住宅を購入し
ていただくと 50 万円，都心のマンションは，
さすがに富山でも 3000 万円ぐらいします．
ですが，50 万円あげますから，マンション
を買いませんかと言っても誰も買いません．
正直，買いません．ところが，やっぱり市の
意気込みですよね．富山市の意気込みをしっ
かり PRするという効果があります．不動産
屋さんも，お客さんに「どうですか」と言う
ときに，「富山市も支援していますよ」とい
う一言が，やっぱり効くわけですよね．「そ
うか，ではもらっておこうか」というのが，
正直なところです．それから郊外は，若干下
げますけれども，30万円の補助をしています．
それから，マンションを建設する事業者さん
等にも若干，補助をしているということであ
ります．
こうした結果，ちょっと無理やり感があり
ますけれども，開発面積，あるいは開発件数
ですね．郊外に比べ開発件数，面積，開発許
可が増えてきたということにもつながってお
ります．
最後に，中心市街地活性化ですけれども，
もともとは，われわれが若いときは商業の活
性化というのがメインだったわけですけれど
も，商業だけではなくて，いろいろな観点か
らやっております．
人によっては，郊外の大型ショッピングセ
ンターがあるから，それでいいではないかと．
そこへ行って，全然われわれは不便ではない
よと．いまさら，なぜ中心市街地に投資する
んだという声も，よく聞かれます．
富山市の一般会計は 1600 億円と言いまし

たけど，税収が 727 億円です．補助金や交付
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金を抜いて，自主財源で市民税が 40％強，
固定資産税と都市計画税が 47.1％です．これ
が，街中が衰退して地価が下がると，一気に
ダウンするわけです．中心市街地というのは，
市全域の面積の 0.4％です．そこで，なんと
22.4％も，この固定資産税と都市計画税を上
げています．この 22％を全部，中心部で使
い切れるかというと，使い切れません．その
お金で中山間地域の手当をしたり，災害が起
きた場合に，小さい災害で補助対象にならな
いものでも，この中心市街地の税収のおかげ
で手当したりできるという，税の環流です．
だからこそ，中心市街地に集中投資は必要な
んだと，効果があるんだということを市民に
も，しっかり説明して進めております．
商業だけではなく，公共交通，居住，ある
いは暮らし方をよくしていこうという目標
で，いろいろなことをやっています．都心の
一等地に広場をつくり，本来であれば高度利
用しなければいけないところを，全天候型の
ガラス張りの広場として，にぎわいをつくる
ということですね．あるいは，日中の高齢者
に限り，年間 1000 円の ICカードを市が発行
しています．たった1000円です．そうすると，
日中の時間帯に限り，片道 1000 円であろう
が 1100 円であろうが，中心部で降りれば
100 円になります．片道で 1000 円もうかる
わけです．行って帰れば 2000 円ももうかる
という制度であります．現在，高齢者の
24％がお持ちです．その浮いたお金でお孫さ
んと一緒に出掛けたり，都心部でお買い物を
したり，あるいは何かを食べたり，健康な取
り組み，スポーツをしたりしていただきたい
という意図です．
もともとは，中心市街地での消費を促すた

めにやった制度ですけれども，いよいよ調べ
てみると，おでかけ定期券を使って中心部へ
出掛けたときの歩数が，ものすごいアップし
ます．それを，1 歩余計に歩くと 0.072 円医
療費が削減できるという試算で，年間 8000
万円ぐらいの医療費削減につながっていると
いうことです．この事業に1億かけています．
減収分の運行補助費です．だけど，医療費削
減だけで 8000 万円の効果があります．
それから中心部で，当然経済も活性化して
いますし，日中のがらがらだったバス，事業
者への支援にもつながって，いろいろな波及
効果がありますので，非常に素晴らしい取り
組みだと自画自賛しております．
あとは，中心部の空き店舗で野菜を売った
り，あるいは空き店舗を市が借り上げて，学
生に開放して，いろいろな活動をしてもらっ
たりだとか，あるいは民間がやるレンタサイ
クルを，フランスのヴェリブというシステム
と一緒ですけど，日本で唯一，外資系がやっ
てくれています．
それから街路とは，歩行，あるいは円滑な
交通を目指すべき空間ですけれども，やはり
魅力向上，景観的な要素も大事だということ
で，フラワー・ハンギングバスケット，バナ
ーフラッグなんかも頑張っています．都心地
区，非常に賛否分かれるところもあります．
この花を生けて，管理するだけで年間 7000
万円ぐらい使っています．女性の方からは大
人気で，非常に喜ばれております．これをや
ったおかげで，町中から落書きが減るという
効果も出ています．やっぱり，きれいな町に
すると落書きも減ります．
路面電車沿線の花屋で 500 円以上の花を買
うと，無料乗車券がもらえます．ただ，条件
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があって，花を持ったまま乗らないと，その
無料乗車券は行使できません．人にあげても
駄目です．要は，農林部がやる地元の花の販
売促進ではなくて，本当の目的は，町中を花
で飾りたいという裏があります．おかげで，
かなり富山の人は恥ずかしがり屋で，やらな
いと思ったんですけど，かなり実績が上がっ
てきているところでございます．
それから，孫とお出掛けしていただければ，

いろいろな市の施設が無料で入れます．美術
館，博物館，動物園，全部無料です．この取
り組みは隣の自治体が一緒に参加させてくれ
ということで，広域連携しています．なので
隣の自治体に行っても，孫と行けば無料なん
です．孫と入るときの審査は簡単です．「お
孫さんですか」，「はい」で入れます．その辺
の子どもを連れて入っても無料になるとい
う，非常に緩い制度であります．これと，お
でかけ定期券を併用していただければ，どん
どん家族の絆も強まり，外出機会も増えるで
しょう．
それから公園も，本来都市公園は，野菜を
つくってはいけないという解釈ですけれど
も，われわれは 1カ所当たり 20 ㎡未満であ
ればイモをつくってもいいよとか，あるいは
イモ掘りのイモ焼き機を貸し出すといった取
り組みもしております．
それから，小学校跡地には，単に不動産と
して処分するのではなくて，これは一つの例
ですけど，町中に地域包括拠点をつくりまし
た．公民連携で，まちなか総合ケアセンター
が富山市の施設です．その他，提案として，
青池学園という専門学校があります．それか
ら，スポーツ施設，立体駐車場，そういった
ものも提案でつくってしまいました．

その特徴は，1個だけ PRさせていただく
と，病児保育室というのがあります．これは，
富山に来るとお母さん方も安心して働けます
よというものであります．何かというと，保
育所に預けた子どもさんが急に体調が悪くな
って発熱したとき，だいたいお母さんに電話
がかかってきて「お母さん，迎えに来てくだ
さい」となります．だけど，お母さんだって
一生懸命に仕事をしているのです．そのとき
に，市の職員がタクシーを使って代わりに迎
えに行って，主治医のところで見ていただい
て，お母さんが来るまで，しっかり預かると
いう施設です．
それから，トランジットモールの社会実験
なんかも，延伸した区間でやっております．
まだまだですけれども，やはり実験すると，
公共交通，路面電車の利用者が，2 倍から
4.3 倍，歩行者も 7倍から 9 倍といった効果
も出てきております．
最後に，効果ですけれども，なんといって
も，われわれの意気込みをご理解いただきつ
つあって，民間投資が活発化してきておりま
す．ここ 10 年ほどの再開発，あるいはマン
ション等の建設が増加しています．
それから空き店舗が若干，まだ 25.7％もあ
りますけど，少しずつ減っています．歩行者
も少しずつ増えているということで，なんと
いっても地価が 4年連続で上昇しました．富
山県全体は 26 年下落です．その中で富山市
だけが地価を維持しています．これが，しっ
かり税収につながっているというものでござ
います．
それから，人口ですけれども，転入超過で
す．全体の人口は，自然減が多いので減って
いきますので，そこは目標値にしていません．
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いま，公共交通沿線の転入超過を目標として
います．都心については，平成 20（2008）
年から転入超過が継続しています．それから，
公共交通沿線も，平成 24（2012）年ぐらい
から転入超過傾向にあるということで，市民
の意識が，やはり公共交通沿線に向きつつあ
るということです．市全体としても，人口は
減っていますけれども，県外からの転入超過
は続いております．
そういうことで，人口がマイルドに減って
いくということは大事だろうなと，われわれ
は思っております．人口を増やすということ
は，もう無理でございますので，いかにマイ
ルドに着地していくかということで，海外か
らの評価も高まっています．
最後に一つ，われわれ行政庁は，いろいろ
なデータを持っています．個人情報なんです
けれども，例えば住民基本台帳ですね．これ
は 42 万人の 1 人 1 人のデータ，属性，ある
いは医療と結び付けられる，あるいは介護と
結び付けられるいろいろな情報があります．
それを全部，GIS上にプロットできるように
しております．ですから瞬時に，どの人がど
こへ移った，転入者がどれぐらいということ
が，把握できているわけです．こういったミ
クロな視点で，いろいろなものを重ね合わせ
て，例えば道路，公園等の社会資本を今後ど
うしていくのか，この地区はどうなっていく
かということを予測して，しっかりやってい
きます．
それから，高齢者の買い物や交通支援，福
祉といったものを適正配置し，真剣に，ここ

10年ほどの蓄積がありますので，次年度から，
どういう分析をすれば人の動きの将来を予測
できるのか考えております．
また，こういう取り組みは妥当性の評価に
もつながります．高齢者の多いエリアでは，
都心地区に福祉施設をしっかり確保する，あ
るいは高齢者の多い北部エリアで路面電車を
LRT化するといった妥当性検証にも使えま
す．
そしてまた，都心地区は 96.3％の人が

500m圏内で商業にアクセスできる，一方で
公的施設，行政サービスセンターと言ってい
ますけど，要は市の出先窓口ですね．そこへ
行けば住民票を取れる，いろいろな手続きが
できるセンターを，ほとんどを行革の時代で，
全国の自治体が効率化しようとしていますけ
ど，うちの市長は，最後までフェース・ツー・
フェースは，できる限り守るということでや
っております．都心だろうが郊外だろうが，
2kmの範囲で行政センターに全体の 99％，
ほぼ 100％の人が公共施設のサービスを受け
られるようにしております．
そういうことで，今日は都市計画，交通の
切り口でしたけれども，本来，われわれのコ
ンパクトシティというのは，都市構造は集約
ですけれども，市民の生活の質を，どうした
ら全体的に高められるかというのを最終目標
にしております．そういった町でなら，単身
赴任ではなくて，ご家族一緒に来ていただけ
るだろうという思いから，こういった取り組
みをしているところでございます．


